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あなたが「食欲がない」「眠れない」と気になったり、「何もかもダメだ」と思う

ようになったらうつ病かもしれません。そうしたときに相談できる場所を知ってい

ただこうと、西区役所、各地域ケアプラザ、生活支援センター西で共催の『地域啓

発講座「うつ病の理解と対応」』の１回目が１１月２８日藤棚地域ケアプラザで実施されました。 

この日は、和歌山県で精神障害者就労支援施設「麦の郷」を開設した時に地元の人たちとの間

で起きた葛藤をテーマにした映画「ふるさとをください」（ジェームス三木脚本）が上映された

後、うつ病の相談ができる場所（西区保健センター、藤棚地域ケアプラザ、生活支援センター西）

の紹介がありました。 

続く２回目１２月１０日では精神科医や看護の現場から、「うつ病の理解と対応

について」精神科医の菅原道哉先生（石川町クリニック）の講演がありました。「旧

来から言われているうつ病だけではなく、うつ病の分類がまじめで几帳面な日本人

気質に沿ったものから自己主張をする世界基準へ変化して、現在ではうつ病の範囲が広がってき

ている。そのため気軽にうつ病だと言って受診し、薬を欲しがる人が増えた。うつ状態とはつら

い状態から身体を守るための脳機能であるため、あまり心配することはないが、食欲不振、睡眠

障害や倦怠感などが続くならお医者さんにかかることが望ましい」というお話をされました。 

この後、宮崎ケアプラザ（第１回１月１３日と第２回１月２７日）、浅間台、戸部本町のケア

プラザで行われます。お申込み・問合せは、生活支援センター 西 045-252-2414へ。 
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あれ、大丈夫？ うつ病は１５人に１人が経験 

             

 

 

 

 

 

大千居 

大千居は中華料理の店でサンモール西横浜商店街のほぼ真ん中に

あります。お店を始めてからおよそ２０年経つそうですが、その頃の商店

街の通りは今よりも賑やかだったと言います。 

お店のお勧めは、餃子と炒飯です。記者が訪問したときにもちょうどお

店の人たちが餃子を包む仕事をしているところでした。コース料理もいろ

いろあって、お客様の注文にも応じて作ります。 

家族連れのお客さんが多く、お昼にはサラリーマンもたくさん来店する

そうです。お店の奥さんから話を聞いている間にも店先に並べたパック入

りの商品を買い求めるお客さんが次々に来店しました。奥さんは「この商店街がもっと賑やかにな

ってほしい」と言っていましたが、ぜひみんなで力を合わせて楽しい賑やかな商店街にしたいです

ね。                               久保町２０－１１ TEL:０４５－２５１－６６５９ 
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トールペイントって知っていますか？もともとはヨーロッパ

生まれと言われていますが、日本でもリサイクルを兼ねて家庭

で不要になった家具、空き瓶、衣類等にリメークして楽しむよ

うになったそうです。 

 この日は、メガネケース、ガラスのハイヒール、目覚まし時

計に鮮やかなバラ（ローズ）が彩られていました。慣れない方

には先生が下絵を用意してくれるので心配いりません。さあ、

絵の具と筆、そしてパレット代

わりに牛乳パックがあれば準備 OK。見学でもいいそうです。一

度気軽に顔を出してみてください。 

 活動は、毎月第 2 木曜日午後 西前小コミュニティ研修室、

問い合わせは 090－3089－2416 加藤さんまで    （Ｆ） 

この町、 

この人 

馬場澄江さん 
（西区在住／西前小学校コミュニティハウス館長） 

 

のことです。             

趣味は、「始めて 11年になる『朗読』は月１回の練習ですが、良い先生と仲間にめぐり合えた

ことが宝です」と話され、腰痛防止で始めたという『フラダンス』は、「音楽と癒しを得られる

ことが魅力で、ここ１、２年真剣に練習しています」と力を込められました。 

子供の頃の夢を伺うと、アナウンサーかスチュワーデス、幼稚園の先生だったそうです。 

優しく美しい笑顔を拝見していると、どれも合いそうに思えました。 

 「これからも健康に楽しく過ごせればいい」と語られる、その充実した生き方は、とても 

すてきに感じました。                               （Ｔ） 

新潟県出身の馬場さんは、結婚を機に西区に居を構

え、その在住歴は 39年になります。 
 ご主人さまの親御さんを介護しながら、現在は西前

小学校コミュニティハウスの館長として尽力なさっ

ています。そのきっかけを伺うと、募集案内を見て応

募し、平成 11 年藤棚地区センターにスタッフとして
勤務、同 13年からは事務職に、同 23年から現職と 

利用登録団体が「楽しいイベント」に向けて交流 
～にしく市民活動支援センターのティーミーティング～ 
グループ・団体が少人数で話し合うティーミーティングが 10月に 
同センターのミーティングスペースで実施されました。3回目を迎え 
た今回は、活動ジャンルごとに 8回２２団体延べ 26名が集まって、 
みなさんの思い描くイベントについて自由に意見を交換しました。 
センターでは、「同じジャンルのグループの集まりなので、目的も似ていて悩みも共有出来、お

互い連絡先を交換するなどつながりが持てた。みなさんの意見の中で、イベントは体験コーナー

などあると参加型で楽しいなど具体的な案も出た。今後もみなさんと一緒に“楽しいイベント“を

考えて行きたいので、ぜひ気軽にセンターへお越しください」と話してくれました。 

藤棚１番街のイルミネーション

こんにちは、グループ！  オンリーローズ  
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友情のしるし「青い目の人形」―― 西前小学校 ―― 
西前小学校には、みんなに親しまれ、大切にされてきた宝物があります。 
１９２７年（昭和２年）、それまで日本からアメリカに大量の移民があっ

て、アメリカ国内で新移民法ができるなど日米関係が悪化していました。

そうした中で、親日家で、日本に何度か来たこともある宣教師のシドニ

ー・ギューリック博士は、人形を通して日米の親善をはかろうと考えまし

た。３月３日、東京・日本青年会館で人形歓迎会が

行われて、アメリカで集められた約１２，０００体

の人形が贈られました。西前小学校も当時の校長先

生と児童２名が参加し、そこで「ポーリン」を受け

取ったそうです。 
その後、第２次世界大戦の時代に敵国の人形として、多くの青い目の

人形が壊されました。これを乗り切ったポーリンは、

１９８１年校舎建て替えの時に見つかりました。この

ときもう一体の人形がいっしょに見つかり、１９４７

年（昭和２２年）に統廃合した西戸部小学校にあった人形だということがわ

かって、横浜の海にちなんで、子どもたちが「マーリン」と名付けました。 
さらに１９８７年（昭和６２年）、戦争の間も人形を守り続けたことに感

激したギューリック博士の孫ギューリック３世は平和の使者として、第２の

青い目の人形「メリー・スー」を贈ってくれました。人形に向かって左下に

はギューリック３世の家族の写真があります。 
                

    

               

 

 
 

 
  

 １０月から西区役所２階の廊下に作られていた耐震工事の壁

は、すてきなギャラリーになって訪れる人を楽しませてくれまし

た。いろいろきれいなポスターや南浅間保育園の園児が作った可

愛らしい作品などが壁の端から端まで貼られて、見ていても飽き

ませんでした。 

残念ながら工事の進捗にともなってこの壁は１１月２０

日まででなくなりました。けれどもこんどは１２月中旬から

４階で装いをあらたにした壁のギャラリーができて、また私

たちの目をまた楽しませてくれています（１月中旬まで）。 

西区役所 

マーリン 

メリー・スー 

ポーリン 

１１月迄の２階 
のギャラリー 

花屋さんの店先も 
クリスマス 

 

ニコニコ商店街 
服部生花店 

耐震工事の壁が楽しいギャラリーに変身 

地域福祉向上の協力で表彰される 
 ふじだな就労支援の会（自

然食品の店・菜月）が、地

域福祉の向上に協力してき

たとのことで、10 月に横浜

市社会福祉協議会から表彰

されました。 

シクラメン 

ポイン 

セチア 
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へそ祭り と 区民祭 
１１月１日～ 

１０日 

利正寺保育園の餅つき 
１２月１日 

おとうさん、そして先生

もいっしょにペッタンコ 

創業昭和二十年 

四季を通じて 
旬の最高の 
素材を用意し
ております 

営業時間：平日、土 17時～24時 

定休日  日曜日   
藤棚町１－５８ TEL０４５－２３１－６８２６ 
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はい、こう

やって 

おかあさんは、餅

を丸めています 

おいしいお米・灯油 

あ ま が さ 米 店  

天笠 米蔵 

横浜市西区浜松町７－１３ 
電話  ２３１－５３６５ 

沖縄フェスティバル 
  １１月１８日 

藤棚商店会 

お正月には「獅子舞」を観よう！ 

2013.1.5（土）15:00～17:00 

藤棚商店会有志店舗 

各店ご来店の
お客さまに 

サービス有！ 


